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　人類が森の木を伐り、木材を加工して、家や家具などの生活に必要なもの
を製作してきた歴史は古く、日本では今から十万年前以上も昔、旧石器時代
から木材が利用されていたことが、遺跡の調査から明らかになっています。
日本は世界有数の“木の文化”の国なのです。
　第２巻では、小さなかわいい苗木が森の土壌で育まれ、大きな樹木へと成
長します。そして、伐採・製材されて、板材や角材に形を変えていくお話しです。
製材された木材表面には、いろいろな木目模様が現れます。ロボ木ーの体の
表面にもいろいろな木目模様が見られることを子供たちに知ってもらいたい
のです。
　ヒノキのひとつの球果から、おおよそ十数個の種が生まれ、発芽し、太陽
の光エネルギーにより、葉で光合成をし、苗木に、さらには大きな樹木とし
て成長します。四季のある気候帯では、春の成長スピードは速く、夏以降は
遅くなります。１年分の成長は「年輪」といい、色の薄いところ（春に育ったと
ころ）と色の濃いところ（夏以降に育ったところ）の合計を「１年輪」といいま
す。ゆうとくんが6歳の誕生会プレゼントでもらった木のメダルには、青い
線が描かれています。夏以降に育った、年輪の中の色の濃いところです。　
　また、光合成によって生産された炭水化物は幹に取り入れられるので、木
材は空気中の二酸化炭素の炭素を閉じ込めたままの状態であると、考えるこ
とができます。これを「炭素固定」と呼びます。樹木を育て、木材を長く大切
に使うことは、空気中の二酸化炭素が増えることを抑えるので、地球温暖化
防止であることを学んでいただきたいのです。
　世界最古の木造建築、法隆寺五重塔のヒノキの心柱が創建から1300年たっ
た今も使われているのは、燃えたり、腐ったり、虫に食われないように、人々
が大切に守ってきた歴史があるからです。木材の弱点である火と水、虫と菌
から守ってきたからです。このことは、木材として長年にわたり「炭素固定」で、
大気中に二酸化炭素を放出してこなかったことを意味しているのです。そし
て、今日的には地球温暖化防止に貢献しているのです。
　
　私たちには、未来を築く子どもたちに、森をつくるために苗木を植え、樹
木を育て、木材を大切に使う日本の豊かな“木の文化”を引き継いでいく責務
があります。子ども達のアイドル、木材でできた「ロボ木ー」は、地球と人類
を守る「すごいエコ・ロボット」であり、メッセンジャーなのです。
　ところで、ロボ木ーの唱える呪文「カマエ サイパリス  オブツーサ」はヒノ
キの学名（Chamaecyparis obtusa）に由来します。
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　森にある円柱状の樹木は枝葉をつけ、樹皮に覆われ、表面はゴツゴツしています。そ
の樹木が、製材機械や木工機械を使って、表面がつるつるした板材、角材などに製材さ
れていきます。
　製材された木材が、園舎の柱、床板、壁板などの建築材や、「ロボ木ー」となって、子
どもたちの前に登場します。各種建築材の表面や、ロボ木ーの体の表面には、薄い色や
濃い色の円や曲線、縦の直線や斜めの線、山形の線などの様々な木目模様があらわれて
います。その模様は子どもたちの目に触れ、想像性豊かに興味関心を引き出します。
　国産材ヒノキには、早材部（春材部―春から夏に成長した幅広の薄い色の部分）と晩材
部（夏材部・秋材部―夏から秋に成長した幅が狭く濃い色の部分）が交互に織りなす木目
模様がはっきりと見られます。これこそが、樹木が大気中の地球温暖化ガスの大部分を
占める「二酸化炭素」を吸収し、光合成による化学変化で作りだした「炭水化物」の堆積物
なのです。二酸化炭素を「木材」として「炭素固定」し空気中に放出されることを防いでい
るのです。
　ロボ木ーの体重40㎏の半分の20㎏が、炭素固定量なのです。ロボ木ーをはじめすべ
ての樹木、木材建造物は長期間にわたる炭素固定により、地球温暖化防止に貢献してい
るのです。
　洋菓子のバウムクーヘンを食べながら、木目模様を観察し、光合成と炭素固定につい
て楽しく会話を弾ませて、学習されることを期待します。




